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長戸和子教授は学生が地域に学ぶ仕組みの重要性を強調
する

高知県立大学、地域に学び成長促す　長戸和子教授に聞く

　高知県立大学が看護師などの国家資格や就職率で高い実
績を誇っている。文化、看護などの4学部で1学年の定員は
340人だが、就職率は99％で、6割を占める県外出身者のう
ち高知で就職する学生も少なくない。地域活性化につなが
る優れた人材をどう育てているのか、学生部長の長戸和子
教授に聞いた。

　――大学の特徴や強みはどのようなところにあります
か。

　「大学の源流は1945年に発足した県立女子医学専門学校
だ。49年に前身となる県立高知女子大学となり、52年に全
国で初めて4年制の看護学科を設置した」
　「看護学部では全国でも珍しく、看護師のほか保健師や
助産師の受験資格が得られる。学生全員が受験し、ほぼ全
員が合格する。特に看護師と助産師は合格率100％だ。2種類の資格を持つため、養護教諭として学校で応急処置
ができたり、ライフイベントに合わせて看護師から保健師に職種を変えたりすることができる」
　――他の学部も国家資格で高い合格率を誇っています。

　「社会福祉学部は2022年度実績で、社会福祉士の現役合格率が87.1％で全国4位だった。精神保健福祉士が
94.4％で3位、介護福祉士は100％で1位になった。健康栄養学部の管理栄養士も全国平均が9割弱のところ、当
学は約95％だ」
　「学部ごとに学年担当の教員を数人置いている効果が大きい。少人数のため教員が個々の学生の性格を把握し
ている。1、2年生は学期ごとに、3年生からは毎月個人面談を行い勉強の仕方などをきめ細かくサポートしてい
る」
　――県外から入学し、高知県内で就職する学生も多いと聞きます。

　「15年に『域学共生』という理念を掲げた。大学が地域を変え、地域が大学を変えることを意味する。高知は
全国と比べて高齢化で10年、人口減少で15年先行している。東西に長く、北に四国山地、南は太平洋に面して地
域ごとに課題が異なる。大学としても地域の再生と活性化を模索している」
　「特に力を入れるのが、学生が地域の人と学び合うためのカリキュラムだ。1年生は活性化の事例を学ぶ地域学
概論と、10人前後で現地に入り地域課題などの実態を理解するための実習を必修科目とする。2年生以降も選択
科目を用意し、実践的な問題解決能力を身につけさせる実習がある」
　――学生にとっても得るところは大きいですか。

　「学生は社会人と接することでマナーや社会常識、交渉方法などを学ぶだけでなく、将来像やキャリア形成を
考えるきっかけになっている。授業を通じて災害看護に関心を持ち高知に残った学生、自らが活動した地域を就
職先に選ぶ学生もいる」
　――23年度に「10年戦略」ビジョンを発表しました。

　「学生が自己実現できるような環境を提供することなど、大学が目指す姿をまとめた。大学での学びと経験を
生かし、学生には地域に貢献できるような社会人になってほしいと考えている」
　（聞き手は冨田龍一）
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